
Ab-Capcher Mag と実験でよく使用される Protein G 磁気ビーズ製品とを比較した。
まずマウス、ラット血清から両磁気ビーズを用いて IgG を精製し、その収量と純度を比較した。その結果、マウス

抗体において Ab-Capcher Mag は Protein G 製品の約 4 倍、ラット抗体においては約 5 倍の IgG を精製できる
ことがわかった。また溶出画分を電気泳動にて純度チェックしたところ、精製純度は良好であった。

次にヒトIgG を HeLa 細胞抽出液と大腸菌抽出液にそれぞれ添加し、添加回収実験を行った。その結果、 Ab-

Capcher Mag の回収率は70%以上で、溶出画分を電気泳動に供したところ、Protein G 製品と同等の精製純度
であった。
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血清

↓

PBS にて2倍希釈

↓

各磁気ビーズに添加

↓

振とう （室温, 1時間）

↓

洗浄 (PBS)

↓

0.1 M Glycine-HCl (pH 2.8) 溶出

ゲル：15 % (Tris-Glycine)
染色：CBB

精製の流れ

IgG 結合量

電気泳動結果

Mouse Rat

Protein G Mag Sepharose 12.1 5.1 

Ab-Capcher Mag 48.3 25.8 

(mg/mL gel)

0.1 mg ｈ.IgG in 動物細胞抽出液（0.5 mg/mL）

0.2 mg ｈ.IgG in 大腸菌抽出液（1 mg/mL）

↓

各磁気ビーズ 10μL に添加

↓

振とう （室温, 1時間）

↓

洗浄 (PBS)

↓

0.1 M Glycine-HCl 溶出

実験の流れ

ゲル：15 % (Tris-Glycine)
染色：CBB

レーン 1 : MW marker 
レーン 2 : h.IgG / Lysate
レーン 3 : unadsorbed
レーン 4 : Eluate
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電気泳動結果

動物細胞抽出液
回収率

大腸菌抽出液
回収率

Protein G Mag Sepharose 61.7% 70.9%

Ab-Capcher Mag 70.4% 72.3%
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